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はじめに

　第二次世界大戦後の高度経済成長で内湾奥の大都市

の多くは，埋立てなどで自然環境が失われた。甲子園

浜も埋立ての計画があったが，住民の反対で何とか自

然を守りきった。しかし，この数十年で甲子園浜の周

りは，埋立て地・人工島・波打ち際の防潮堤そして武

庫川一文字の防波堤に囲まれた。このような状況であ

るが，甲子園浜の自然を知ることは本来の大阪湾奥の

自然を知る手掛かりとなる。2016年も春にトランセク

トAを，秋にトランセクトA，B，Cを調査したので報

告する。今年は昨年より早い時期に調査したので，オ

オフタバムグラはまだ枯れてはいなかった。

参加者名

　5月7日の参加者は次のようであった。北方英二，谷

良夫，阪口正樹，植田好人，石井教寿，石川正樹（以上，

会員），菖蒲大輝（県立川西明峰高校3年），池田彰人（県

立伊丹高校2年），阿部奏穂，藤山佳穂，入江祐樹，田

中健太，林亮太朗，髙田一翔，今村拓未（以上，県立

尼崎小田高校2年），二宮夏来，船引大世，松原郁弥（以

上，県立神戸商業高校3年），森光春平，松崎慎平，本

山将也（以上，県立神戸商業高校1年），東山直美，岸

川由紀子，岩﨑博子，向山裕子（以上，NPO法人海浜

の自然環境を守る会）の25名で行った。

　10月2日の参加者は，北方英二，谷良夫，阪口正樹，

石井教寿，石川正樹，豊國史健（以上，会員），菖蒲

大輝（県立川西明峰高校3年），村山湧輝，黒田英資（以

上，県立川西明峰高校2年），髙田一翔，阿部奏穂（以

上，県立尼崎小田高校2年），森光春平（県立神戸商業

高校1年），東山直美，向山裕子（以上，NPO法人海浜

の自然環境を守る会）の14名であった。

調査方法

　2002年に砂浜の調査ラインを設定した。防潮堤遊歩

道の浜側縁石が一直線なので，それを基準線として海

に向かって直角に調査ラインを設定した。浜甲子園一

丁目の入り口付近の遊歩道がスロープになっている。

西側のスロープを下りきって，水平面に交わる線と基

準線との交点を原点とした。

　そこにトランセクトAを設定し，北西方向に100mご

とにトランセクトB，Cを設定した。それぞれ調査ラ

インの幅1mを植生調査した。各トランセクトの1m四

角の方形枠内の植物を，Braun-Blanquet（1964）の植

物社会学的方法で記録した。

調査結果

◯トランセクトA（表1，2）

　ここは昔からある砂浜である。コンクリートの階段

部分は調査区番号0〜5および6の途中までである。

　5月7日の調査（表1）では，16種類とイネ科植物の

幼個体を認めた。植生の最前線は45.7m地点でコウボ

ウシバが生育していた。波打ち際は56.8m地点であっ

た（11：30）。

　昨年も観察できた植物は，オランダミミナグサ，カ

ラスノエンドウ，ギョウギシバ，コウボウシバ，コマ

ツヨイグサ，スズメノチャヒキ，タチイヌノフグリ，

ノミノツヅリ，ハマスゲ，ハマヒルガオ，ヘラオオバコ，

ホソムギの12種類であった。オオフタバムグラ，コセ

ンダングサ，コメツブツメクサ，ランタナ，イネ科植

物幼個体は今年出現したが，昨年は見なかった。コセ

ンダングサとランタナはコンクリート階段の隙間に出

現した。コセンダングサは最近見るようになった。オ

オフタバムグラはこの時期に芽生えて夏と秋に花を咲

かせる。

　昨年観察できたが今年は観察できなかった植物は，

アレチノギクとメマツヨイグサであった。これらの植

物は甲子園浜には今年も生えていて，トランセクトA，

B，Cに見られなかっただけである。

　10月2日の調査（表2）では，12種類と単子葉（イネ科）

の芽生えを認めた。植生の最前線は46.0mのコウボウ

シバであった。波打ち際は53.5mであった（11：30）。

　昨年も観察できた植物は，オオフタバムグラ，ギョ

ウギシバ，コウボウシバ，コマツヨイグサ，ハマスゲ，

ハマヒルガオ，ヘラオオバコ，メヒシバの8種類であ

った。エノコログサ，コセンダングサ，スベリヒユ，

ホソムギ，単子葉の芽生えは今年出現したが昨年見な

かった。これらの出現場所は調査区番号6と8でコンク

リート階段のそばであり，植物がよく繁茂する場所で
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ある。

　昨年観察したが今年は観察できなかった植物は，ア

メリカネナシカズラとランタナであった。アメリカネ

ナシカズラは地域の人達が熱心に退治をしている。ラ

ンタナはたまたま調査の枠内に入らなかっただけで，

コンクリート階段の隙間に住み着いている。

◯トランセクトB（表3）

　ここは養浜部である。武庫川川底の砂利で養浜した

砂礫浜である。コンクリート部分は調査区番号0〜2と

3のほとんどである。トランセクトAから100m北西に

位置する。

　10月2日の調査（表3）では，11種類の植物と双子葉

の芽生えと単子葉の芽生えを認めた。植生の最前線は

57.0mのコウボウシバであった。波打ち際は64.0mであ

った（12：25）。

　昨年と今年ともに出現したのは，オオフタバムグラ，

ギョウギシバ，コウボウシバ，コマツヨイグサ，ハタ

ガヤ，ハマヒルガオ，ヘラオオバコ，メヒシバの8種

類であった。昨年観察できなかったが今年観察できた

ものは，アカザ，ブタクサ，ミチヤナギ，双子葉の芽

生え，単子葉の芽生えであった。ブタクサは調査区番

号5に出現したが，アカザとミチヤナギはともに波打

ち際の調査区番号55に出現した。2種類ともトランセ

クトBだけではなく養浜部の波打ち際のそこかしこに

出現している。

　昨年観察していたが今年観察できなかったものは，

ハマスゲである。昨年調査区番号44にのみ出現したが，

今年は出なかった。

◯トランセクトC（表4）

　ここも養浜部である。武庫川川底の砂利で養浜した

砂礫浜である。トランセクトBからさらに100m北西に

位置する。コンクリート部分は調査区番号0と1のほと

んどである。

　10月2日の調査（表4）では，11種類の植物と双子葉

の芽生えと単子葉の芽生えを認めた。植生の最前線は

64.8mのコウボウシバであった。波打ち際は72mであ

った（13：20）。

　昨年と今年ともに出現したのは，エノコログサ，オ

オフタバムグラ，コウボウシバ，コマツヨイグサ，ハ

タガヤ，ヘラオオバコ，メヒシバ，ヨモギの8種類で

あった。昨年観察できなかったが今年観察できたもの

は，クグガヤツリ，ハマヒルガオ，マメグンバイナズ

ナ，双子葉の芽生え，単子葉の芽生えであった。クグ

ガヤツリは一昨年の調査で出現している。マメグンバ

イナズナは今年遊歩道近くでよく見かけた。

　今年見なくなったのは，イヌホオズキとコスズメガ

ヤであった。ともに昨年は遊歩道近くに生育していた。

考　察

　2016年は7月まで台風が発生しなかった。8月に入り

矢継ぎ早に発生した。幸いにも甲子園浜に被害を与え

るようなことはなかった。しかし，大雨や強風で浜に

はよくゴミがもたらされた。例えば，6月25日未明の

大雨で甲子園浜の波打ち際にゴミが大量に打ち寄せら

れ，カラスも餌を探しに多数集まっていた（写真6，7）。

このゴミも2015年ほど多くはなかった。

　NPO法人海浜の自然環境を守る会の人達は，市内の

企業にも協力をいただいて甲子園浜の清掃を行ってい

る。また，アメリカネナシカズラを引き抜く作業を行

い，本調査にも協力いただいている。

　トランセクトBでは，双子葉の芽生えと単子葉の芽

生えを観察した。この時期にはすでに来春に向けての

植物の活動が始まっていることが分かる。ハマスゲは，

2015年調査区番号44に出現したが，今年は出現しなか

った。コウボウシバは昨年も今年も調査区番号44には

出現していないので，この2種の植物を見間違ったの

ではないようだ。枯れたのかトランセクトが少しずれ

たのか定かではない。

　トランセクトCでは，クグガヤツリは遊歩道近くの

調査区番号10にのみ出現した。2015年には出現せず，

2014年には出現している。年によって生え方に疎密が

出来るのであろう。ハマヒルガオは一昨年の調査区番

号58「＋」，59「＋」に出現し，昨年は出現しなかった。

今年は58「1」，59「1」であった。昨年はトランセク

ト設定時に少しずれたのであろう。

　甲子園浜全体の植生最前線を観察するとコウボウシ

バとハマヒルガオを良く見かける。養浜部西側ではア

カザ，ミチヤナギも植生最前線に見かける。トランセ

クトBでも見かけた。6月25日の波打ち際に寄せられ

たゴミに，アカザやミチヤナギの種子が運び込まれて

いたのだろう。アサガオ（写真3）も波打ち際近くに

花を咲かせている。波打ち際は，海からの植物の種子

を受け入れる窓口になっているのだろう。

　甲子園浜のコウボウシバの群落は養浜部の汀線付近

に広がり，緑色が見事である。その内側にコマツヨイ

グサの群落，さらにその内側にヘラオオバコの群落が

発達している。コウボウシバの群落にはアカザ，エノ

コログサ，メヒシバ，ミチヤナギも入り込んでいる。

武庫川の川底の砂利を使って養浜された浜は，20年を

経て上述の群落が形成されている。海浜植物群落の「す

みわけ」が行われているようだ。甲子園浜のような大

きい砂浜は兵庫県では数少ない。ここは貴重な砂浜だ

けでなく，海浜植物研究にとって格好な場所であろう。

今後の詳細な調査が必要である。
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写真6　大雨後の甲子園浜。群れるカラスとウインドサ
ーファー　2016.6.25 写真7　中央に屏風岩，左隅に環境センターが見える　2016.6.25

写真4　コセンダングサ（遊歩道近くに生えている）2016.9.30 写真5　ナンキンハゼ芽生え（汀線付近に生えている）
2016.9.30

写真2　ナヨクサフジ（トランセクトAとBの間に生育）2016.5.8 写真3　アサガオ（汀線近くに生えている）2016.9.30

写真1　甲子園浜遠景（トランセクトAを調査中）2016.10.2



－180－

表
1
　
甲
子
園
浜
ト
ラ
ン
セ
ク
ト

A

表
2
　
甲
子
園
浜
ト
ラ
ン
セ
ク
ト

A



－181－

表
4
　
甲
子
園
浜
ト
ラ
ン
セ
ク
ト

C

表
3
　
甲
子
園
浜
ト
ラ
ン
セ
ク
ト

B


